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【はじめに】

今回の視察の主なるテーマである「フロリアー ド2012」 は、

正式名を 「2012年 フェンロー国際園芸博覧会」と称 し、オラン

ダ園芸協議会等が実施主体となり、 10年に 1度開催される大国際

園芸博覧会であります。今回は、アムステルダムから南東に 185

km、 ドイツとの国境に位置するフェンローにおいて、本年 4月 5

日から10月 7日 までの約 6ヶ 月にわたり、テーマを「自然という

劇場の一部となって、生活の質 (ク オリティ 。オブ 。ライフ)を高

めよう」とし開催されたもので、本市からは、市とフロリアー ド2

012出展実行委員会の共催により、川日の花き 。植木のPRを 目

的に参加いたしました。

また、本市議会としても、過去、昭和 57年度、平成 4年度及び

平成 14年度の 3回、国際園芸博覧会を視察いたした経緯がありま

す。今回においても本市とフロリアー ド2012出 展実行委員会の

連名で市議会議長あて強い視察の要請があつたことから、本市議会

として「この出展事業に対する認識を深め、今後の植木をはじめと

する本市の緑化産業の振興の支援に資するとともに、併せて近隣訪

間国の地方自治制度及び各都市の先進的な事業の調査を行 うことに



より、本市市政の発展に寄与すること」を目的とし、視察団を編成

することとなりました。

この視察団の、名称を「り|1口 市議会フロリアー ド2012視 察団」、

参加者については、団長に板橋智之議長、副団長に大関修克議員が

互選され、宇田川好秀議員、野口宏明議員、立石泰広議員、関口京

子議員、最上則彦議員の 7名 の視察団とし、議場での報告者には野

口議員が互選 されました。

また、目的を達成するための視察都市及び調査事項については、

①「フィンランド・ユバスキユラ市におけるフィンランド教育制度

の調査」、②「ドイツ。ボルナ市における環境推進事業の調査」、③

「オランダ・アムステルダム市における治水事業の調査」、④「オラ

ンダ 。フェンロー市における国際園芸博覧会 (フ ロリアー ド201

2)の視察」として視察を実施することとしました。
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【視察団概要】

川口市議会フロリアー ド2012視 察団

1 目 的

本市では、花き 。植木産業が盛んであり、約 390年 続 く歴史と

伝統技術に支えられ、減少傾向にあるものの今なお多くの農業者が

日々生産に励むとともに、後継者の育成、技術の継承に取 り組んで

いる。 これ らの取 り組みの一大事業とい うべきものが、国際園芸博

覧会・フロリアー ドヘの出展であり、本市議会 としても、この出展

事業に対する認識を深め、今後の植木をは じめとする本市の緑化産

業の振興の支援に資するとともに、近隣訪問国の地方自治制度及び

各都市の先進的な事業の調査を行 うことにより、本市市政の発展に

寄与することを目的とする。

2 視察都市及び調査事項

(1)ユバスキュラ市

フィンラン ド教育制度の調査 (エ ドゥ・クラスター社訪間)

(2)ボルナ市

ドイツ環境推進事業の調査 (メ ガソーラーパーク視察)

(3)アムステルダム市

オランダ治水事業の調査 (ウ ォーターネット社訪問)
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(4)フ エンロー市

国際園芸博覧会フロリアー ド2012視 察

3 視察の日程及び経路

別  紙

4 視察議員

板橋智之議長、宇田川好秀議員、野鳳宏明議員、立石泰広議員

大関修克議員、関口京子議員、最上則彦議員

5 その他

視察団の構成

団 長  板 橋 智 之

副団長  大 関 修 克

報告者  野 口 宏 明

団 員  宇田川 好 秀

立 石 泰 広

関 口 京 子

最 上 則 彦

随行者  押 田 善 司 (議会事務局長 )
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別 紙 視 察 の 日 程 及 び 経 路

月 日(D 地 名 一丁 ■.

l

7月 25日

(水 )

東  京 (成  田)発

ヘ ル シ ン キ 着

8:00
11 :00

15:15

A Y74

専 用 車

成田空港第 2旅客ター ミナノレ集 合

空路、～
レシンキヘ 所要時間 :10時間 15分

着後ホテヽベ

く‐ルシンキ泊>

2

7月 26日

(刃

′レ ン ン キ

ユ バ ス キ ュ ラ

9:06 列  車

専 用 車

ユバスキュラヘ 所要噺嗣:約 3時間

ユバスキュラ市内視察

くユバスキュラ泊>

3

7月 27日

(省D

ユ バ ス キ ュ ラ
終 日

エ ドウ・クラスタ
ー

くユバスキュラ泊>

4

7月 28日

(」D

ユ バ ス キ ュ ラ

ベ ル シ ン キ 発

ベ ル リ ン 着

7: 19

17:00

17:55

列  車

AY917

～
レシンキヘ 所要時間約 3時間

空路 ベル リンヘ  所要時間 :l時間 55分

<ベル リン泊>

5

7月 29日

(日 )

ベ  ル   リ  ン

ラ イ プ ツ ィ ヒ

前

　

刻

午

　

夕

専 用 車 ベルリン市内視察

ライプツィヒヘ (所要時間 約3蠅
くライプツィヒ泊>

6

7月 ∞ 日

(月 )

ラ イ プ ツ ィ ヒ

フレ

午   前 専 用 車 ボ′け へ 所要時間 :45分)

メガソーラ‐パニク視療

～
レリンヘ (所要時間 約 3時間)

<,\/vt >ifr>

′

7月 31日

(火 )

ベ ル リ ン 発

ア ムステル ダム着

ア ム ス テ ル ダ ム

フ ェ ン ロ ー

9: 15

10:35

午   後

KL1822

専 用 車

専 用 車

空路、アムステルダムヘ 所要時間 ll時間 20分

ウォーターネットー

視察後、フェンローヘ (所要時間 約2開
くフェンロ 711>

8

8月 1日

(水 )

フ ェ ン ロ ー

ア ム ス テ ル ダ ム

終   日 専 用 車
フロリアード視凛

くアムステルダム泊>

9

8月 2日

(外)

ア ム ス テ ル ダ ム 発

ヘ ル シ ン キ 着
ヘ ル シ ン キ 発

ll:50

15:15
17:15

専 用 車

A Y842

A Y073

空港ヘ

空路、ヘルシンキヘ 所要時間 :3時間20分

乗継、月コの途へ 所要時間 :9時間40分

く機 中 lo>

10

8月 3日

(ω

東  京 (成  田)着 8  :  5 5

ボ
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【事前研修】

当視察に関する打合せ会を、第 1回 を平成 24年 6月 28日 に、

第 2回を7月 13日 に、それぞれ開催いたしました。

そして、第 2回の打合せ会では、今回の各視察事業のテーマを明

確にするとともに、事業の詳細や本市における現状等を把握 し、視

察を実りあるものにするため、関係執行部等による各事業の説明を

実施いた しました。「フィンラン ド教育制度」については菅原教育研

究所副所長、坂井指導主事、林指導主事に、「ドイツ環境推進事業」

については阿部環境総務課長、板倉計画係長、高橋地球高温化対策

係長に、「2012年 フェンロー国際園芸博覧会」については五島農

政課長、椎橋農業青年会議所理事長にそれぞれ説明をお願いいたし

ました。

これらの事業の説明にあたつては、本市議会からの要請にたいし

て、本市行政の進展に資すればと、快 く応 じていただきました関係

執行部局等の皆様に、心から感謝申し上げる次第でございます。
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≪「フィンランド教育制度」について 研修概要≫

フィンラン ドでは、様々な教育事業における取組みの結果、経済

協力開発機構 (OECD)が 実施 しているPISA調 査 (学力の至1

達達成度調査)で全ての分野で高評価を得ています。そのフィンラ

ン ドからの申し出により、日本とフィンラン ドの教育における『指

導方法』について「日本・フィンランド学校プロジェクト」として

研究を行なっていくことになりました。

そこで、教育委員会では、平成 21年度から2年間、 2度にわた

リフィンランドを訪間し、多くの授業見学や研究者とのディスカッ

ションを行いました。また、フィンランドとメール等により意見交

換等を行い、日本の授業に取り入れていくべき『学力向上のための

10の方法』としてまとめました。

フィンランドでは、6歳児に対して就学前教育が行われ、その後、

日本と同様に9年間の義務教育が行われます。

1週間当たりの授業時数は20～ 30時間で日本とほぼ同じです

が、フィンランドの方が夏休みは長いため、年間授業時数は日本よ

り少なくなっています。

中学校卒業後は、高等学校または職業訓練校に進学し、高等学校

″
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に進学 した生徒のうち約 40パーセン トが大学に進学 し、残 りの生

徒は高等専門学校や職業副1練校に進学、または就職をします。なお、

フィンラン ドでは、就学前から大学院までの教育は全て無償で行わ

れ、 1ク ラスの児童生徒数は平均 20名で編成されています。

フィンラン ドにおける授業の特徴は、論理的思考力や表現力を高

めるため、以下のような教育が行われています。

第一に、理解 したことを自分の言葉で説明をするアウトプット型

の学習方法が行われてお り、教員から出された課題に対して、実験

等を行い、実験から分かつたことを日常生活の事象に照らし合わせ、

自分で考え、自分の言葉で表現することが求められています。

第二に、フィンラン ドメソッドと呼ばれる言語活動を積み重ねる

学習方法が行われてお り、決められたテーマについて話し合つたり、

ポスター、図表等で説明したりするなどの活動を繰 り返すことで、

コミュニケーション能力の向上を図つています。

第二に、授業の中で生活に密着 した課題や教科横断型の課題を体

験させることで、問題解決能力の向上を図つています。

第四に、家庭学習の習慣の定着が図られてお り、宿題として家庭

学習を行い、授業も宿題の確認から行われ、保護者も宿題が毎日出

8



されることは理解 してお り、学校 と家庭が連携 して、基礎的な学力

や学習習慣の定着を図つています。

第五に、生徒全員に学力の保障をするための学習支援制度が充実

してお り、十分に学習が理解できない児童生徒のために、時間割の

なかに補習が設定されてお り、また、特別支援クラスで授業を受け

ることが可能 となっています。 さらに、当該学年で身に着けるべき

学力が身についていないと判断される児童生徒は、もう一度同じ学

年の授業を行 う留年制度が確立 しています。

以上のようなフィンラン ド教育における授業の工夫から、 日本で

も取 り入れていくと効果的な指導法について、「日本 。フィンラン ド

学校プロジェクトが提案する『学力向上の 10の方法』」として、指

導課刊行「指導の方向」に掲載し、市内の全教職員に配布しており、

積極的に取り組んでいるとのことでありました。

(説明者 :菅原教育研究所冨1所長、坂井指導主事、林指導主事)
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≪「 ドイツ環境推進事業」について 研修概要≫

再生可能エネルギーとは、「エネルギー源 として永続的に利用する

ことができると認められるもの」として、太陽光、風力、水力、地

熱、太陽熱その他の自然界に存する熱、バイオマスが規定されてお

り、繰 り返 し使えるため資源が枯渇せず、発電時や熱利用時に二酸

化炭素をほとんど排出しない優れたエネルギーです。

ドイツでは、再生可能エネルギーヘの積極的な移行に、近年、国

際的な注目が集まつてお り、一方、日本におけるエネルギー供給は、

石油や石炭、天然ガス等の化石燃料が 8割以上を占めています。

その燃料のほとんどは海外に依存 してお り、近年では、新興国の

経済発展等から世界的にエネルギー需要が増大するとともに、化石

燃料の市場価格が乱高下する等、エネルギー市場が不安定化 してい

ます。

化石燃料の利用にともなつて発生する温室効果ガスを削減すると

いう観点からも、再生可能エネルギーの導入が進められています。

しかし、再生可能エネルギーの導入は、設備に多額の費用がかか

ること、発電量が日照時間等の自然条件に左右され不安定であるこ

と、火力発電等の既存のエネルギーと比較すると発電コス トが高く

10



なること等の課題があります。

その課題の克服のために、日本における住宅用等の小規模太陽光

発電については、平成 15年に施行された 「電気事業者による新エ

ネルギー等の利用に関する特別措置法 (RPS法 )」 や助成金、補助

金等により普及が進められています。また、平成 21年 9月 には、

家庭や事業所等において太陽光で発電された電気の余剰電力の買取

りを電力会社に義務付ける「太陽光発電の余剰電力買取制度」が開

始され、コス ト削減等の研究開発が進められる等、政府による支援

が実施 されていますが、平成 21年度の年間発電電力の うち、水力

発電を除く再生可能エネルギーの占める害1合は 1パーセン トにとど

まっています。

平成 23年 3月 11日 の東 日本大震災及びそれに伴 う福島第一原

子力発電所の事故により、政府はエネルギー政策の抜本的な見直 し

を行い、平成 24年 7月 に再生可能エネルギー特別措置法が施行、

また、電気事業法の施行規則の改正により大規模太陽光発電施設に

求められる保安規制の緩和等が行われ、一方で、再生可能エネルギ

ーの需要の増加 と技術革新により発電システムの価格が安 くなるこ

とが期待されてお り、発電事業に参加する業者の増カロが見込まれて



います。

日本国内における、 1か所あたり10, 000キ ロワット以上の

発電能力をもつメガソーラー施設は、稼働中のもの、建設中または

計画中のものを含め約 80か所が存在 しています。

環境省が平成 18年度にメガワットソーラー共同利用モデル事業

として、長野県と高知県の有限責任事業組合による発電所の設置を

支援 しています。また、独立行政法人 「新エネルギー・産業技術総

合開発機構」が山梨県北杜市と北海道稚内市で国内最大級のメガソ

ーラーを建設 し、実証研究に取 り組む等、導入が進められてお り、

さらに自治体と電力会社の共同事業としてのメガソーラーの設置も

行われています。

本市においては、メガソーラーの設置には広大な土地が必要にな

ることから、設置計画はなされていないものの、地球高温化対策活

動支援金制度により、住宅用の太陽光発電及び太陽熱利用システム

の設置に対する補助を行なつています。今後においても、太陽光発

電等の再生可能エネルギー活用の普及促進に努め、環境行政の推進

に向け取り組んで参 りたいとのことでありました。

(説明者 :阿部環境総務課長、板倉計画係長、高橋地球高温化対策係長)
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≪「2012年 フェンロー国際園芸博覧会」について 研修概要≫

フロリアー ドとは、チュー リップ等の花き産業で知られるオラン

ダ王国最大のイベン トであり、 1960年 にロッテルダムで開催 さ

れて以来、 10年に 1度オランダで開催 される国際園芸博覧会の通

称です。

第 6回のフロリアー ド2012は 、オランダ東部にあリドイツと

の国境のまちフェンローで、 2012年 4月 5日 から10月 7日 ま

での約 6カ月間にわたり、オランダ国内からの展示のほか、日本を

含む世界各地から42カ 国が参加 し開催されています。

会場は総面積 66ヘクタールであり、大きく分けて 5つのエ リア

に分けて開催 され、90社によるパビリオンとガーデン内での展示

がされています。

第 1のエリアは、「リラックス&癒 し」をテーマとし、自然が生活

や安らぎにどのような影響を与えているかを感 じられるものとし、

海外の企業の作つた日本庭園等が展示されているエリアです。

第 2のエ リアは、「グリーンエンジン」をテーマとし、経済産業と

しての園芸を目的に、身の周 りにある花と植物を使ったフラワーア

レンジメン トやデモンス トレーション等を通 して鑑賞でき、日本政
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府の出展もこのエリアで展示されています。

第 3のエ リアは、「教育&イ ノベーション」をテーマとして、学び

続け、工夫し続けることの大切さを体験でき、また、植木栽培の将

来を考える、変わつた野菜や植物を栽培 した り、新 しいアイデアを

さまざまな角度から紹介 したりしているエリアです。

第 4のエリアは、「環境」をテーマとし、身近にある花、植物、野

菜、果物が日々の生活にどのように役立つかを体験できるよう、屋

内外や都市に植物を取 り入れることの重要性が示されてお り、その

中の「ガーデン・カルチャーの並木道」は、日本、オランダ、ベル

ギー等のガーデンデザイナーによる庭園で、オランダや参加国のガ

ーデン・カルチャーを紹介するとともに、職場や 自宅の環境改善や

リラックスの方法を提示 しているエリアです。

第 5のエ リアは、「ワール ド・ショー・ステージ」であり、アー ト、

カルチャー、エンターテインメン トを通 じて、世界の文化を学べる

エ リアであり、8月 1日 に開催されるジャパンデーの式典等もこの

エリアで行われます。

今回本市の出展は、川 口市農業青年会議所が中心となって設立し

た実行員会が、造園技術、植木生産・育成の技術を発揮 した屋外庭
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園を出展 し、また、屋内品種コンテス トにも、ゴヨウマツ、チャボ

ヒバ、テイカカズラ、ヤマボウシの 4点を出品しています。

川 口 。安行の植木が 日本を代表 してフロリアー ド2012へ 出展

することは、出展を通 じて川 口・安行の植木のPRを行い、花き 。

植木産業の振興を図ることを目的にしてお ります。

今後も、よリー層の花き 。植木産業の振興、対外的なPRを図つ

て参 りたいとのことでありま した。

(説明者 :五島農政課長、椎橋農業青年会議所理事長 )

事前研修会の様子
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【現地視察内容】

≪ 1日 目 7月 25日 (水)≫

成田空港からフィンラン ド航空で午前 11時に出発し、空路約 1

0時間を要 して、一路ヘルシンキヘ、現地時間午後 3時過ぎ、日本

時間で午後 9時に到着。

日本時間との時差は 6時間、長時間のフライ トに加え、午後 10

時過ぎまで明るく、夜という実感が伴わないことも相まつて、体が

慣れず、若干、戸惑いを感 じた次第であります。

(ヘルシンキ泊)

≪2日 目 7月 26日 (木)≫

ホテルを午前 8時 15分に出発、列車にて、一面の森と湖の中を

約 3時間半の時間を要 し、フィンラン ドの中南部に位置する人口約

13万人の学園都市ユバスキュラ市に到着。

午後から、20世紀を代表する世界的な建築家であり、デザイナ

ーでもあるアルヴァ・アアル トによる建築物 「セイナッツァロの役

場」、「ユバスキユラ大学」等を視察。ユバスキュラには、彼の代表

的な建築物であり1949年 に行われた設計コンペで一等賞であっ

17



た 「セイナッツァロの役場」

大学や労働者会館、タウン・

るとのことでありました。

(ユバスキュラ泊)

が郊外にあり、またユバスキュラ教育

シアター等も彼の設計によるものであ

≪3日 ロ フ月2フ 日 (金)≫

午前 8時 30分にホテルを出発 し、徒歩で、エ ドゥ・クラスター

社を訪間。「フィンラン ド教育制度」について、ユバスキュラ大学の

教員養成機関であり、教育研究機関でもある当社のマネージャーの

ヴオリ氏から説明を受けました。

エ ドゥ・クラスター社は、国際交流の観点からフィンラン ドの教

育を国際的に紹介する会社であり、経営は法人ベースの下で、自国

の教育環境の改善を求む委託者に対 して、解決方法を示す役割を担

うとのことであります。

また、オーナーは、ユバスキュラ大学の関係者であるが、民間会

社であり、ユバスキュラ大学とのネットワークを最大限活用 し、あ

らゆる教師の資質向上、教育向上を目指す会社であるとのことであ

ります。
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フィンラン ドは、世界的に高い教育水準を誇 り、OECDが 実施

するPISA調 査では長年、高い位置の成績を収めています。

同国は高い教育水準の影響から、 1980年 代以降には、農業と

林業中心の経済体制から、携帯電話等のハイテク産業を基幹とする

工業先進国へと著 しい変化を遂げてお り、特に、 150年 前からあ

る老舗企業のノキアや リナックスは世界的に有名であり、ヨーロッ

パ内でも有数の経済大国となっています。

また、伝統的に、女性が男性と同等の発言権を持つ男女同権思想

があり、女性の労働力化が進んでお り、特に法律家 。医師は女性が

半数を占めている。男女同権思想は、政治面でも影響を及ぼしてお

り、普通選挙法が導入されたときにはヨーロッパ初の女性参政権が

認められている。現在でも、国会議員の定数の 3分の 1以上に当た

る76人の女性国会議員がいる等女性の社会進出が進んでいるとの

ことであります。

現在のフィンラン ド教育制度の原型が出来上がったのは、 196

0年代に行われた教育改革以降であり、当時は 7歳から10歳まで

の生徒が同じ国民学校で学び、裕福な家庭の生徒のみがミドルスク

ールに進学 し、その中の一部の生徒のみが大学で高度な専門教育を
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受けていたとのことであります。

また、それぞれの学校の教員のレベルは一定ではなく、質の高い

教育環境を整えるのが難 しく、このため、政治、教育関係者が一体

となつて、教育改革が行われたとのことであります。

現在のフィンラン ドでは、初級 (1～ 6年次)と 中級 (7～ 9年

次)に分けられた 9年制のベーシック・エデュケーションが義務教

育とされ、この 9年間で教員 と生徒が何をすべきか、将来の目標を

定めていく。また、基礎学校に進学する前に、ほとんどの生徒が 1

年間のプレ・プライマ リー・エデュケーションを受けている。 これ

は、保育園卒園後に無料で行われる準備教育であり、基礎学校 と同

じ時間割 りで文字・数字、生活のマナーを遊びを通 して学んでいく

もので、生徒の入学への不安を解消するのに役立っているとのこと

であります。

なお、ベーシック・エデュケーション終了後は、職業専門学校ま

たは総合高等学校への進学を選択、また、十分に学習が理解できて

いない生徒は、補習や留年を選択することができるが、フィンラン

ドにおいて留年は学力の定着に必要な制度 として確立しているとの

ことであります。

20



さらに、総合高等学校卒業後は、職業専門学校か大学への進学を

柔軟に選択できる。なお、これらの教育は国費において行われ、原

則は無料であるとのことであります。

加えて、フィンラン ドにおいて、高い教育水準が保たれている要

因は複数あるが、特に、生徒に自ら考えさせる教育方針が取られて

お り、その教育方針を実施する教員の質が高いことが挙げられると

のことであります。

また、フィンランド教育における成功の鍵は、六つとされてお り、

第一に、「平等で皆のための教育」。親の収入に左右されず、教育費

は生徒一人ひとりに平等に配分する。ちなみに、私立の学校や塾等

はないとのこと。

第二に、「教員の高い質と専門化」。教員の質の向上のために種々

の制度が設けられてお り、まず、教員になるためには教育学修士号

取得が義務付けられており、教育実習の時間が多く定められる等、

教員としての専門的なカリキュラムを履修 しているとのこと。

さらに、フィンランドでは教員の社会的な地位が高く、教員を志

望するものが多く、競争率が高くなってお り、普通科高校生の約 2

5パーセントの生徒が教員を志望 しているが、教育系の大学に進学

０
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できるのは、大学入学資格試験 と大学が個別に行 う書類選考、筆記

試験、個人面接、グループワークと lヶ 月にも及ぶ選考を通過 した 1

割程度の志願者のみであり、さらに、採用される者はそれ以上に絞

られることになる。 このため、フィンラン ドでは、他の職 と比べて

も高い能力と意欲をもつ教師を確保することができているとのこと。

第二に、「一人ひとりの個性のあり方を見ていく指導」。

第四に、「ユニークなカウンセ リングのコーナーがあり、前もつて

カウンセ リングを行い、問題の早期発見や適性の見極めをしていく

体制」。概ね、 8年生、 9年生で将来の進路を定めているとのこと。

第五に、「評価システムの違い」。偏差値等による学校のランキン

グはなく、生徒が自由に学ぶことができているかを学校 自身が評価

し、学校側 と生徒、保護者が話 し合いを持つて、その結果を学校の

改善のためにフィー ドバ ックしているとのこと。

第六に、「柔軟さと信頼性」が重要なポイン トとのことで、生徒の

自分から学びたいとい う気持ちを育むのも教員の仕事であり、また、

保護者は学校を信頼 し、子 どもに対 しても信頼を持つているとのこ

とであります。

また、授業では、細かいカ リキュラムは定められておらず、教材

０
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の選択や授業内容の決定は教員に任せ られている一方、グループ学

習を取り入れた授業では学習要領の範囲での知識では生徒たちに対

応できないので、より広い知識 と常に勉強をし続ける意欲も必要で

あり、勉強に集中できない生徒やついていけない生徒への個人的な

指導も行わなければならないので、教師は専門職性が必要となつて

いるとのことでありました。

午前 9時前から、昼食をはさみ、午後 4時 30分までのレクチャ

ーを受け、若干の疲れがあつたものの充実した内容でありました。

特に、教育に向けて、国、自治体、学校、そ して保護者が一体とな

ってお り、この対応には見るべきものがあつたところであります。

(ユバスキュラ泊)

フィンランド ユバスキュラにて
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≪4日 ロ フ月28日 (土)≫

午前 6時 45分にホテルを出発。列車にてヘルシンキヘ移動。到

着後、市内の歴史的建造物 とデザイン性の高い近代建築が共存する

様子を視察 した後、空路ベル リンヘ向かい、午後 6時過ぎに到着。

(ベル リン泊)

≪ 5日 目 7月 29日 (日 )≫

午前中、 1850年 代に建設 された新博物館を視察 し、その後、

東西分断の象徴、ブランデンブルグ門を視察後、バスにて、アウ ト
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バーンを走 り、約 3時間を要 してライプツィヒヘ到着。

ライプツィヒは、 ドイツ中央部に位置 し、旧東 ドイツ地域では、

首都ベル リンに次ぐ第 2の都市であり、人口は約 53万人。 ドイツ

の産業の中心であるとともに、音楽の街、バ ッハの街として、また、

文豪ゲーテが大学時代に過ごした街 として有名な都市であります。

(ラ イプツィヒ泊)

≪6日 ロ フ月30日 (月 )≫

午前 9時にホテルを出発。 ヨーロッパにおけるメガソーラーパー

クのパイオニアであり、発電施設の開発、運営にノウハウを持つゲ

オソル社のボルナ発電所を訪問。

雄大な草原にムーバーが等間隔で並び立ち、環境への配慮から除

草剤を使わず羊を放牧するといつた自然の中、現地にて当社のソー

ラー部門技術責任者のツェルマー氏から説明を受けました。

ドイツは、人口約 8, 100万人で、首都はベル リン。 ドイツの

GDPは 約 3兆 3, 000億 ドルで、アメリカ合衆国、中華人民共

和国、日本に次いで世界第 4位の経済大国であり、フランスと並ぶ

EUの中核国であります。
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ドイツにおける主要産業は、自動車、化学、機械、金属、電気製

品等である。 ドイツは戦前から科学技術に優れてお り、ガソリン自

動車やデイーゼルエンジン等 ドイツ発祥の技術が数多くある。現在

でも高い技術力があり、例えば自動車産業ではメルセデス・ベンツ、

ポルシェ、BMW、 アウディ、フオルクスワーゲンといつたブラン

ドが世界的に有名であります。

近年、 ドイツでは、高い技術力を生かした再生可能エネルギー産

業が盛んであり、政府がエネルギー効率改善と再生可能エネルギー

活用を推進 していることもあり、 ドイツは世界的に環境保護先進国

と呼ばれています。

特に、 2000年 に施行された再生可能エネルギー法で電力供給

事業所は、再生可能エネルギーからの余剰電力を買い取る義務が定

められたが、太陽光発電は、その法定買取 り価格が法施行以前より

大幅に引き上げられてお り、国家として太陽光発電の普及を促進 し

ているとのことでありました。

なお、 ドイツの 2010年 時点でのエネルギー源における再生可

能エネルギーの占める割合は 7.9パーセン トとなってお り、一方

で、日本の割合は 1.1パーセン トに留まつています。
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このソーラーパークは、旧東 ドイツの工場跡地を低価格で買収 し、

利用 してお り、15.5ヘクタールの敷地内に438基 のムーバーが

設置されている。このムーバーは、 1基につき高さ2メ ー トル、幅

2.2メ ー トルのパネル 12枚で構成されており、発電所全体で 5,

256枚 のパネルが設置され、年間の発電量は、 3.45メ ガワッ

ト、約 1, 300世帯、 2, 000人分の電気を賄 うことができる

とのことであります。

なお、ムーバーは、日照の角度が最適になるように、可動式とな

つてお り、固定式のパネルに比べ発電効率が 25パーセン ト高く、

初期費用こそ固定式より高くなるものの、 20年間で初期費用の回

収が見込まれているとのことであります。

その一方で、当初、 1キ ロワットの売電料が 50セ ン ト (約 49

円)であつたが、今では、 13セ ン ト (約 12円 )程度となり、管

理費、維持費等を勘案すると、買電で利益を得るのは難 しくなつて

お り、今後の方向としては、工場、あるいは自宅の屋根に太陽光パ

ネルを設置 し、自分の電気は、自分が賄 う、自給自足にシフ トしつ

つあるとのことでありました。

視察終了後、ベル リンヘ戻る。 (ベル リン泊)
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ドイッ メガソーラーパークにて
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≪フ日目 7月 31日 (火 )≫

午前 7時 15分、ホテルを出発。空路にて約 1時間 30分を要し、

人口約 76万人のオランダ最大の都市アムステルダムに到着。

午後から2時間「オランダ治水事業」について、ウォーターネッ

ト社を訪問し、当社の社長フンベル ト氏及び担当者から説明を受け

ました。

オランダは、人口約 1, 700万人、首都はアムステルダム。古

来よリヨーロッパの交通の要衝として、また、交易事業の拠点とし

て栄えてお り、運輸・通信部門の近代化が他国に比べて早く進んだ。

現在でも、EUの海の玄関といわれるユーロポー トや、主要空港

であり物流拠点でもあるスキポール空港、国内の都市間鉄道網を中

心に産業が発展 しています。

産業は、製鉄、機械、電気機器、造船、航空機等の金属工業や食

品加工業、化学工業が中心である。特に、食品工業は近年、輸出の

牽引力として有力視されてお り、国際的食品加工企業のユニリーバ、

ビールで有名なハイネケン等の本拠地はオランダにあるとのことで

あります。

オランダでは、飲料水の供給、下水・汚水処理、地下水の保全、
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水害対策を総合的に実施するために、アムステルダム市と周辺のア

ムステル、ゴーイ、フェク ト河地域水管理委員会の出資により、ウ

ォーターネット社を設立。治水・利水事業を総合的に行 うことで、

業務の効率化が図られるとともに、国民にとつても窓口が集約され

サービスの向上につながつているとのことであります。

特に、水害対策においては、国土の 4分の 1が海抜 0メ ー トル以

下にあるため洪水による被害が多い土地であり、また、近年では地

球高温化に伴 う海面上昇が確認 され、堤防洪水対策に対する国民の

意識は高く、海沿岸や河り|1沿 いに堤防や堰が築かれ、ロッテルダム

近くの新マース川下流の河 口には 1997年 、「世界最大のロボッ

ト」と呼ばれる扇型の 「動 く防波堤」が築かれている。 しか し、物

理的に洪水を食い止める堤防や、水をくみ出すポンプ等のハー ド面

の整備だけでは限界があり、総事業費 2200万 ユーロを投じ、情

報技術による洪水の分析等 ソフ ト面の洪水対策を推進する官民共同

事業「洪水管理 2015」 が進められているとのことでありました。

視察終了後、約 3時間を要 し、 ドイツとの国境の町であり、 20

12年国際園芸博覧会が開催されているフェンロー市に移動、夕刻

に到着。 (フ ェンロー泊)
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オランダ ウオーターネット社にて
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≪8日 目 8月 1日 (水)≫

午前 9時にホテルを出発。今回の視察のメインテーマでもある「2

o12年 フェンロー国際園芸博覧会」の会場に到着。

フロリアー ドとは、チュー リップ等の花木産業が盛んなオランダ

で 10年に 1度行われる国際園芸博覧会であり、今回は、 2012

年 4月 5日 から10月 7日 までの約 6ヵ 月間、アムステルダムから

南東に約 185キ ロメー トルに位置するフェンロー市にて開催 され、

会場の敷地面積は約 66ヘクタールを有 している。

当事業の実施主体は、園芸産業のプロモーションやマーケティン

グ機関であるオランダ園芸協議会と、開催地周辺の 5つの自治体、

レヒオ 。フェンローによるジョイン トベンチャーであり、オランダ

国内からの展示のほか、日本を含む世界各地から42か国の参加が

あったとのことであります。

本市からは、川口市農業青年会議所が中心となり、フロリアー ド

2012出 展実行委員会を結成 し、日本の団体としては唯一、屋外

庭園を出展 してお り、この出展は、本市の地場産業である花き 。植

木産業をはじめとする緑化産業の振興、PRを図るものであり、 1

982年 に実行委員会により屋外に単独出展 して以来、 1992年

０
一

つ
０



と2002年 には日本政府 と共同出展 し、 2002年 には屋外樹木

コンテス トにおいて、金 。銀・銅の三賞を受賞してお り、今回が 4

回目の出展となります。

今回の出展は、日本の伝統的植木産業地域の代表としての認識に

立ち、日本庭園の展示や催事を通 して日本文化を紹介することで、

日本産の農作物を広く世界に広報するとともに、あわせて、日本の

卓越 した生産 。加工技術を紹介 し、海外への販路拡張や国内広報に

よる需要の拡大を図り、魅力ある農業、希望ある農業へとつなげ、

後継者の育成、養成の一助にするとの考えに基づいて行われたとの

ことであります。

そのため、日本政府との連携、協力のもと出展が行われてお り、

政府が行 う催事について、政府出展の一部としての出展や、屋内展

示や品種コンテス トヘの樹木出品への協力、講師の派遣等を行なっ

たとのことであります。

出展概要は、屋外の環境をテーマとしたエ リアであるT2サイ ト

に、約 250平方メー トルの日本庭園を伝統的な手法を用いて造成。

カツラやシラキといつた高木や、シャクナゲ等の低木、ササやヤブ

ランといった地被植物とあわせて、各種灯籠や ししおどしが配置さ
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れ、日本独 自の風土、文化に培われた美的感覚と、伝統的な技術、

技能の融合による現代的和風庭園を表現 している。

この日本庭園は、フロリアー ド開会前の 2月 から製作を開始 し、

開催期間中は現地の造園業者に管理を委託 し、閉会後は解体するこ

となく現地に管理を引き継ぐとのことであります。

庭園の造成にあたっては、植物や資材をコンテナで輸送 したが、

10年前の出展時に比べ検疫が厳 しくなつてお り、また、 2月 とい

う極寒の中、地面が凍 りつくといつた対応に苦慮する場面もあつた

とのことであります。また、ジャパンデーに合せて行われる屋内品

種のコンテス トにも、川 口からはゴヨウマツ、チャボヒバ、テイカ

カズラ、ヤマボウシが出品されていました。

視察終了後、バスにて約 3時間を要し、アムステルダムヘ移動。

(ア ムステルダム泊)
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12 フエンロー市長挨拶フロリアー ド20

≪9日 目 8月 2日 (木)≫

ホテルを午前 9時に出発。午前 11時 50分にアムステルダム空

港を発ち、午後 3時 15分にヘルシンキ到着。午後 5時 15分にヘ

ルシンキを発ち、空路、帰国の途へ。 (機中泊)

《 10日 目 8月 3日 (金)≫

所要時間約 9時間を要 して、日本時間で午前 9時、成田国際空港

に到着。―行に多少の疲労感はあるものの、なんの トラブルもなく

全員元気に帰国いた しました。
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【おわ りに】

今回は、本市及びフロリアー ド2012出 展実行委員会から強い

要請を受け、また、今後の植木をはじめとする本市の緑化産業の振

興の支援に資するため、 10年に 1度行われる2012年 フェンロ

ー国際園芸博覧会の視察を行いました。

会場内の視察を通 じて、「自然との共生」、自然 と一体となること

で生活の質、クオリティ 。オブ・ライフの向上を図ることの大切さ

を痛感 し、本市の花き 。植木産業の振興、支援について、思いを巡

らせた視察でありました。特に、現地にて、フロリアー ド2012

出展実行委員会の椎橋美孝委員長、グループ総括 リーダーの田中一

吉氏をはじめとするメンバーとの意見交換において、本市緑化産業

の現状と課題、さらにはフロリアー ド出展にあたっての苦労話に接

することができ、大変有意義な時間でありました。改めて、日本人

の誇 り、川口気質の底力、そして、植木の里、安行ブラン ドの魂は、

若者たちに脈々と伝わつていると感 じた次第であります。

カロえて、環境推進事業、教育事業等について、先進的な取組みや

制度について視察を行いましたが、環境推進事業をよリー層進める

ことで持続可能な社会を構築すること、教育事業の充実を図ること
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で次世代を担 う若者を育成することの重要性を痛感させられるもの

であり、今後の本市のさらなる発展に資するものでありました。

いずれにいたしましても、多少強硬なスケジュールではありまし

たが、比較的天候にも恵まれ、大変有意義な視察であり、今後の本

市政の中で大いに参考とし、市政の推進に役立てて参 りたいと存 じ

ます。

フロリアード2012 川口市出展の日本庭園

暉
‘
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視 察 先 の 概 要

調査項目 教育事業 訪問日時(曜 日) 7月 27日 (金 )

訪問先 EDUCLUSTER l■

視察先所在地 Lutakonaukio 7.40100」 yvaskyla

都市名

フィンランド

フィンランド教育事業

視察のねらい

EDUCLUSTER tt MS,ヴ オ リ(マネージ ャー )

フィンランド教育制度についてレクチャー。フィンランドは子供の学力、教員の資

質が世界トップクラスであり、徹底した教育制度が確立しています。フィンランド教

育制度の特徴は

①『平等で機会均等な教育が与えられていること』

②『生徒の自主性を基本に据えていること』

③『教育の管理権限が地方自治体や学校、教師に任せることが大きい』

④『授業料が小学校から大学まで無料であること』

⑤『教師の資質が高いこと』

などが挙げられる。視察ではフィンランド教育制度の歴史的背景や特徴について

下記の内容に則し専門家によるレクチャーとなります。

【レクチャー内容】

・フィンランド教育制度についての概要

(歴史的経緯、国民意識、他国との比較など)

・フィンランドの教育制度の成果と課題

・日本とフィンランドの教育制度について

〈各国の教育制度についてのディスカッション)

・質疑応答
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Friday, TT th luly 201 2

Location: EduCluster Fintand office, Lutakonakio 7, 401o0 Jyviskyli

08.30 Meeting in the hotel tobby with tlle representative of EduCluster
Finland Ltd.

Walking together to tlre rneeting venue

09.00 Welcome to Jyveskyli, Finland!

Getting to know each other and setting the goals for the day

l' ' ' I ' rr | 09.30 rhe famous Finnish education system

lVhat kind of education system is the one whi.h nurtures life-long
Iearning?

11.30 Lonch break

12.30 Workshop about tlte challenges of education irr JaPan

13.15 Specified views on Curriculum development - The Finnish
viewpoint

What the Finnish national core curriculum includes, and how rhis
framework is established in local settings by the education providers
and educational institutions?

14.00 Coffee break

14.30 Specified views on Teacher education - The Finnish viewpoint

How do we train our teachers to provide the best education in schools?

15,15 Questions and answers

Reflection for the day
i l,r, 1,r L r i:r,l:r, ilr i

Horv could we accelerate or support the change in education culture and
I,..lr;,,,1 ..,1,r i,,L ,, , models in our home country? The Finnish Quality Criteria for Basic

I rr . :, r ,, I r Education n,ill be used as a frame for the discussion

it ll, l\r',rr.'
16.30 Walking together to the hotel

1, r,r. ,1 , . r.r ,t I i , 1?.OO Ends at hotel
il:rtrl .rrLr

li L,rli,,ri;lL(l'

L .r, , .tr l:.r,.rrr ,r,lrr

THE SECREttS BEHIND THE FINN:SH
EDUCA丁:ON SYSttEM

()ne day ilitensive learning prOcess for the JaPancsC・ (lelcgation
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Participant list:

7 Mr UDACAWAYOSHIHIDE"ember Of KALVAGUCHI municipalassembly・

8 Mr OSHIDA ZENJl head Ofthe secretariat

i l 、  、      1      9 Ms AOKITOMOE TOUR ESCOURT

10 Mr KARIKOSKI AKIINTERPRETER

llduClusiビ :Fi111■ []dl[d

l echnぃ P(,liS 111:10va

l‖ tak`,natlk:o7

11 ,01()()Jヽ ′ヽASKヽ 1■

11(hnt,:,('11｀ 1ヽ uぃl:,]8ht:

l liilikat u:,

「 !-0()18(,Hl,LSINKl

【ヽ1ヽ li C(lur tlsterFinla:l(l fi

l MI MOCAMI NORIHIIKO memberof KAWAGUCHI municipalassembly

2 Ms SEKIGUCHI KYOKO member Of KAWAGUCHI municipalassembly

3 Mr OZEKI NOBUYOSHI member of KAWAGUCHI municipalassembly

4 Mr TATEISHI YASUHIRO member Of KAWAGUCHI muruciPalassembly

5 MT.NOGUCHI HIROAKI member of MWAGUCHI municipal assembly
i'r)r,llrLl).,r,)r,
:\1, I lltr '.,1 I

i,l. r..,1l,.r ( Ir,rr Lr I:"1 ,rr, n. 6 MT.ITABASHI TOMOYUKI member of KAWAGUCHI municipal assembly

lldrrCt.ustcr Finland l.td
(llobalOperatiL,rrs

k.':ti.r vrror ic crlu.lusturfirl.rnd Ii
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電 EDUCLUSTER
EduCluster Finland Ltd (ECF) is a
new generation expert organization
specializing in education and
development. We collaborate with
organizations to enable competence
and capacity-building, as well as

with bodies responsible for the
development of education systems.

r:二 、 LTD

● .
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lllil 《:ASE:EPA Programme,Abu Dhabi

EduCluster Finland Ltd. has a partnership programme for creating a peCagogical fusion of Abu Dhabi and
Finnish experience, leading to the creation of world-class flagship schools in Abu Dhabi and Al Ain. The
process requires designing anC testing the introduction of a classrcom teaching model within the new Abu
Dhabi curriculum. It serves to develop show-case examples of the new schools over 2010- 2015, establishing
new pedagogical knowledge which clcsely fits to the new curriculum and which enables Abu Dhabi teachers to
develop teaching and Iearning through a dass teacher model.
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ECF Ltd. is a gateway to Finnish success in education with
access to all the best educational practi.es, expertise and
operational models for developing education systems-

lve act as strategic partners in co-developing educaticnal
systems and institutions in addition to implementing
education policies and srrategies

ECF Ltd. operates unique educational networks for
enhancing regional innovation, competitiveness, and
economic viability.

Based on hands-on development expertise, we offer
special expertise for Iearning region development as well
as concepts and tools to enhance the performance of
regiona) economy.

日

When in need of management development, subject-
speci6c in-service training or the best teacher training in
the world, our lead experts can facilitate needed change

Processes.

We offer tailor-made and iniegrated professional
development processes, and short-term training courses
across diverse specializations.

ECF Ltd. is an expert in creating events that concentrate
on making the most out of the knowledge, experiences,
ideas and feelings of the people present.

We produce unique learning experiences through
facilitated workshops and seminars as well as custom-made
Iearning visits in Finland or overseas supported by the
newest learning technologies.

‐
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ECF Ltd. is pan of the Universit)/ of Jyvisky'a group
and owned by the Universiq/ ofJyvdskyla,
jAMK University of Applied Sciences and the Jywisk/a
Educational Consortium.

EduCluster Fin:and Ltd

TechnoPd`隋 noVa nゃ Pukatu H,日 401∞ lYVASttLA
TechnOpd`Ruohdah百 IH‖ ikatu 3.日 -00180 HEL,NKI

Elise Tarvainen I Director, Global Operations
elise.rarvainen@educlusterfinland.fi | Tel + 358 50 4407989

www.educlusrerfi nland.fi
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視 察 先 の 概 要

調査項目 環境推進事業 訪間日時(曜 日) 7月 30日 (月 )

訪間先
GEOSOL Betei‖ gungsgese‖ schaft mbH

ゲオソル・グループ

視察先所在地 Cicerostrasse 37 D-10709 Berlin, Germany

都市名

ドイツ ボルナ

ドイツ環境推進事業(メ ガソーラープラント)視察

視察のねらい

ゲオソル社  MRツェルマー (ソーラー部門技術責任者)

メガソーラープラント視察。環境推進国ドイツでは、褐炭の露天掘り炭田跡を埋め

立てた敷地面積15ヘクタールの土地に、5万平方メートルのソーラーパネルを設

置、国の再生可能エネルギー買い取り政策を契機に同パークのような大規模な

太陽光発電所が随所に生まれています。

太陽光発電先進国のドイツにおける、太陽光発電の現状や国民の電力に対する

問題意識などをレクチャー。

【視察内容】

・ドイツが太陽光発電先進国として注目を集めるようになつた経緯

・太陽光発電の重要性

・ヨーロッパ圏内における太陽光発電のシェア

・ヨーロッパにおける原子力発電所の位置づけと国民の評価

・国民の節電に対する意識のレベルについて

・ドイツからみた日本の電力事情について

(原子力発電所の停止について、太陽光発電のシェア、国民の意識の違い)

・メガソーラーの運営におけるコストや運営方法

・質疑応答
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Towards a better future
for Japan and the world

C, ore cor ii-:;:ii,rrr ics

lnfraslruclure:

The underlying foundation n€eded for the continued sxisl6nc6 ol a counlry or socioly

Kolusai Ko€yo Group h8s been contnbuling to a wide range of social infreslructur6
proiects, including public adminisfalion support, disasl€r relief and land conservalion

Renewable Energy (RE):

Kokusai Kogyo Group has buill up a solid track record and know-how an tho field o(

photovoltaic powerg6neration boli in Japan and overs€as

Geospatial lnformation:

Kokusai Kogyo Group cmploys advenced geospatial informaton analysis techniques on
data cepfured with ,ts stata-of-lhe-art measurement lechnologies lo sel apart its social
infrastruclure and RE projects
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7owards greer7 COm′ηunfflies

leading the way from
our unique geospatial information advantage

We have assisted in the rnodernization ol cilres and of Japan by

conducting ever more accurate surv€ys and creating ever more

accurate maps. Our mapping technologies have evolved inlo

geospatial information technologies, which have become

indispensable Ior urban management and land preservation. and

for lhe continuance of lhe affluent and comforlable lifestyle

enjoyed in this country.

Geospatial informatron is now an essenlial part of our economic

activ ies The arrival of a sophisticated

geospatial-informalion-using sociely-the G-spatial society-
brought on by the popularity of location-based services on mobile

devices, has resulted in the rapid increase of the range of

application of this key technology

Geospatial information technologies and GlS, which have long

locused on supplying ministfles and local governmenls with map

information and more efficient administrative tools, has become a

breath of fresh air to businesses looking for new and creative ways

to expand As the leading professronal in lhis field, we are

committed to developing even more sophisticaled and

value-added uses of geospalial information technology for lhis

new G-spatial society.

consuliant, our Group provldsr

, analyze data capturGd

in land cgnlervalion,
given us firm knowlodgo lbout the

tivlng us lho .blllty lo und.rstand tho

Our geospatial information iechnologies coniribuied to the

colleclion of data for damage assessment and recovery planning,

follo!4ing the l\,{arch l'1 earthquake and lsunami in Japan Our

long-accumulated collectioo ol disaster risk reductron services,

from computer modeling of tsunami damage to community hazard

(emergency) map making, drew internalional atlention and

recognitron

This recent disaster has prompted countries all over lhe world to

reassess their social rnfrastructure and recognrze the necessity tor

disaster-resrstanl urban planningi thus, low-carbon communities

thal meel these needs, and which are tarlored to local condrtions

:nd utilize renewable energy options, have come into demand. We

intend to assist the development ol advanced cihes in countries

wiih emerging economies, with our integrated package of land

conservation. disaster manag€ment, and enviaonmentai

managemenl know-how accumulated lhrough our years ofworking

in Japan

We, at the Kokusai Kogyo Group, will lead lhe world lowards

earth- and people-friendly, disaster-resistanl grcen cofimunities

through our geospatial informalion consulting business.

ns ofe
ocal.ba!ed

Geospatial lnforma,/on consurting

Comprehensive one-stop service for geospatial information consultinq

J



Using geospatial information technology to realize secure and affluent communities

Consltt:.9 lor.a cotnaA utbzo Ftar.t.g
Urban planning that makes the most ot
regional strengths
and environmental resources

S.rLi rrs ir or..sear n3.karx

Creating advanced cities in emerging
nations with geospatlal information
techhologies

Sot0Lons lot c.tDctale .t!:.ts

Business innovation through
the addition of geospatial information

E@b$ c@roplEd Fq.d

We h.!e arteisrve crpels.ce r urban prannng
assrsting locar gcl€r. merrs througirour Japar,ith
serv ces rela:eJ to urban o|.i d*-e opmen( and l3ni1

lse surveyrnq Usng o!r g€osparial rnio, m atior
erpert se to e.courage t,re Forrtcnng of co,
Ebsorplon byiorests or rhe adcplron ol ere.gy an3
iransportalior ahernanves sJch as solar irnc,
hyd.oponer erc elecric whr.les. we lrr€athe aew
lf€ Dro an.i r*italie local3nd -egonal areas as

l!w.c8rDon 4oanJn.: es iunoiried by both rhe locs
productron ard consuopl o. o'e.ergy

GrGrdEr.. l!.lJl4 ...enrd Gribd.l

Cver rhe lasr ao-oils years re haE lree invhlvB, ir
var'ous d€ve opmenl aid proFcts. imp'o,,rg
countless lNes r. mcre tiar' l0O cou nes aro!.d
the w..ld Usrrg our g@spana informanon
tecrnoogy we 5a@ additionally provded ror.
s3rJtt3T 19r di55s!e. preventio^, rnf rastrucr!re
develcpm€.i ,rd rhe developmeni c' r.nervable
erirgypotenr ar i. As,an.ountries su.t as
l.d.nesra a.d V,einam zs well.s the Mdde East

Lan l coDse|aliol ser ccs

Maklng the nation safe for future generalions

At Kokusar Koqyc GrJup we have alwavs rcpt our
focus on the neecs of e3ch 6,a,ond contnbuted rL,
soclal rnfrastruoture protecrs through dr unrquc
geoscat'al ,..o.-atro.] technoogies lfe o€ireve rrs
tragicoisaster shculd b€.seen as a $?ke rp.a[ a.
opPc-!fliy to rebJ j otj nationwrth slstsr4abte
a.d envrroe.nen-aiy fi en.rly socrat nt-astrrciu.e
s'lere FEoFle car lead saf€ and secure tives ro be
pass€d on to iLture gereranons

Vヽe 1lave extens,ve experlence r、 a、a97,oそ :‖ krls Oi
lni,8,1子 ●ciヽ re― i(,3os `xec assets wat● ■Jη o
sewage― fOr aca goveinneぅ

=s,a10nw de We・ 11

u、 Our accじ ru ate● knOw edce whenッ e supp3‐ :

つo ,y↑ 8k,r9erfo‐ ts or undtrteヽ ea● riinlstiat ve

selvlces or,t,ela F ol(■ ぅal。 _e「,ments ln Orderto
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ln 2009, through our acquisition of cEOSOL
Beteiligungsgssellschaft mbH, we made a full-fledged entry into

lhe grcen energy lield, with a focus on the development of

large-scale solar power plants We have continued to develop our

solar generating capacily in Europe-the foremosi solar market-
while also entering another important market. Japan-the world's

leader in solar technologies-with our large-scale Tsuno Solarway

in Miyazaki Prefecture.

ln oveGeas markets, cenlered in Europe, we hav€ endeavored lo

adapt and optimize our solar operations lo the regional

characteflstics and policies of each potential market ln Japan, we

are expanding our share of the large-scale solar power markel to

help revitalize and advanc6 local communities, by capitalizing on

the combinsd strongth of technologies developed and

accumulated through GEOSOUs years of experience, our

nalionwide sales network, and our rhany years ol trust

relatonshipE with national and local governmonts.

We are also actively engaged in advanctng low-carbon societies

by capitalizing on the knowledge gained by operating power plants

and offering renewable energy-related consulling, regional

revitalization planning. and environmental policy evaluation

services.

Our goal is to build more secure and vigorous local communilies,

narr],ely a g@en commurrly, by supporting this new

environm€ntally- and energy-conscious age through our gree,
€aorgy initiatives

t--.---
company, has a proven rocord for developlng numerous large.EcalA solar proiects in Europo.

combin6 our know.how and experionce with our urban planning expertise
Japan's publlc lnfrastructure proiects. By Jolnlng these
devolopm.nt, lrog the

Ｆ
Ｌ

us local con



b 〔

Out .tuorlion in Jagen

illyazakl Sol6r Way ProJoct

w€ developed the rsunc sorarway an array oi 12962 soa,
psnels cn 39 km oI an erevared tra.k rhar {as iff.neny u:ed rc
tesr Fagl€v trains, bEsed on a publrc'pdlate pannership
agre€menl wrrh Mriazakr Prrte.tJre and Tsu4o -,own Trs pla.t
boasrs a powe. generato. .apac,ly or 1.050 kW This prolecr
promoted by t{iyazak i Prefecture as pr.r ol the Miyarak, Sola,
Frontier Vision'-capitalize on th s southern regicn r€cePrng
some of.Japans highest solar radistron

n addiliorr to supplying eleclrici(y the plant acts as a base for
envronmentel and ener_oy educatron sorves as a tourlst
attr.cnon and the addrrana eneronmenral value g€nerated rs

traded as Gre€n Po*?r Cenfcates we actilely siave io
sFl6|r€tically rncorporate elemenis ihal woLld vitalize local

Ths projeci marks the dawn oi a new oatural e.ergy era a.d
has att.act€d substantia medra attention We are now focus,ng

our entire G.oup resources oi rolling o!: sim ar soLar prote.ls

'v.rdak' SlLar iro.t'.. !',sn
D!!gn.C io ,r.:ir. @m6ii6 6nd ,nr*t nd ,rrrc r baw .i exoa.ds
adoD^J6n oi eld p.*r th,s visio. n4 frnlhl.d !y Mtazak, P.sfecu.. 

^
arch 2@9and a,m3 io oe4lop 3 solar po4r hub rhar n.r.oraEs the

:Eee er.menlr ol manulacturhq ro@rq.n.r61oi anJurlrat.n

Aur Anechan Oretsoas

Leading the 6olar geneaation market in Europe

Our Europea. subsidiary GEOSOL. is a pioreer develop€r and
h€n8ger oi large-scale solar prol6cts rn Eurape with maFr
opo(atDns rn iolr co nrrl€! lrom envir..rentally advanced
Ce.many !o Spain. ,taly and the C2ech SeFJbli. Ihe GEOSOL

Croup ma'ota ns its brde spread.et*or[ of relaro.ships,
rncld ng localiy bas€d ret*orks for DroJeci sourcing.
manutaclunng and ifsia arion companies nnancial ins!iiutrons.
3.d inwsto.s As of the end of July 2011. rhe GEOSOL GroLrp
h3d develop€d 24 solar proj€cts totaling approximrt€ry 59
hegawaits in genereting capacity caplra'r:1g on our
exp€aence and track record in FLrrope. we are working to
expand our bushess globally

VV nd Power

H●0 0une wind Farln

We oro■■ded Hokuel Towr in Tcttor prefectし é an
en■「onalentaly progress ve runicipalty w th in― de「h wino
an31′S,S and● es gn。 3「ameters iOr cOnstruc● on of 8
13,9e‐sc8te 13 500‐ kW″ nd farm On the Hojo Sand Dunes
Faclo9 the」 ap8oヽ 8 This■ ind farm utizes
env Юnnentaly f■ end y w nd p9″ er and seives as a mode fo「
iar9e sca e w nd,arms attrac● ■9 8ttent On from mun c pellies
w thin Tott。「 Prefecture end thrOugい out,8pan

W oo le`m■ H供●e,“
“53'pa.

Larg.-scar. wnd rarh (t3 sOo.i!,y)

|

L.D:'ed L..d (G.rEny)

ヽ

0 N.m.ic. (C!Eh R€puhl(l



Towards g reen com mu nities
through the creation of environmental value and increase of
asset value of Iocal communities and client-held properties

Measures to combat environmental problems such as global

warming and climale change are a malter of inleresl worldwide

Japan's mid-t€rm target of CO, (greenhouse gas) emissions

reduction is 25% from its 1990s levels by 2020 CO, emissions

generaled by real estate-related sectors (commercialand

residential) currently account for over 30% of lolal emissions in

Japan, and is in an rncreasing trend.

We believe lhat real estate-that makes up local communities and

urban intraslruclure-must itself be sustainable and have high

environmental val!€

Since 1947. we have long been engaged in the realestate

business both in Japan and overseas, including real estale

development, operalion, and maintenance: environmental

solutions consulling; and housing and other servtces- To the solid

performance record and experience accuanulated lhrough our long

history in real estate, we can now add our integrated group

expertise, and our geospatial inrormation and grcen enetgy

technologies.

Through our integrated expertise, we have added consulting

services to our real eslate menu such as renewable energy

poienlial consulting, building assessment, energy conservailon

diagnoses, construction managemenl, and facility operation and

ilanagement We are advancing lhe developmenl ofeco'towns-

sa[e, secure, and disasleFresilient communities-the.eby helprng

local communities and clients increase iheir asset value and also

cr€ate new environmenlal value

----_--

accumulatod througい ourowrr real estate development and commercial bul!ding rontals,we provide

porepectlv., from buslnoa! p,anning to exit sl.alegy. we provide both

ln iho property phrsr,rnd propeity management lnlho operating phase

th. proprietor's st.odpoint. We also provide a

lt locenstructlon, corporate tenant recruitment, and

bct uoe ot oui 3nsr1p network;dd.
estato consuiting services

and throughout

Green Property

Erpertlse in rell aBtato
and urban planning

Rgnew.ble snsrgy
consulting

hcreased proprty
valuas



Green Property Development

Creating resilient communiiies Achieving comfortable work stylos
in environmentally-triendly buildings

Rsducing peak electricity
consumptlon

We help r€a,ze saie and sec!re communrries by
rnstalling solar st tems ard hore e.ergy
nanageF€nl systems'l {HE|,,S). suppry.g
envtro.mer16rly sLsrarnabl. hoh€s wr:h lo.9e. Ite
sidns and crea:ing rle continurry plan'2
ILCP)-orenteC commln'lrps thal can secure besi.
services for therr resdents followng a disaster

E ^duuErrrlEdy bu5.e.

We support d,!€rs€ communttres ot oftice wo.kers rn

Japan and abroad. by p.omoting bu d,ng
developmerts thar zre co.firmed to b€
er vtronnenlally co.s.ro! s. enerqy e{f('ent anc
havrng a longer build'ng lrlespan lhrcugh olr relrabie
rnrrd-p6rty assessmerl system to. envi.cnmenlal
eff. En.y. as wellas nakrng use ol renewable

sdr r.m F.r.b.y..ft Ory, 60 rh 6,1 o, r.rro)

we are transmrtting power gener.ted al a remole
solar farm 1o oL./r olnces va the power grid.
sLpply,ng approrima:ely 50xof oui poBer
consumption dunrg our p€ak consumpi'on hours
we arethereby helplng prevenr power shortag€s rn

the m dsi oi Japan's energy cnsis

'l liom. .n..gy n.nag.m6t syslem (HEMS) A sy5l.m rhal ul"!.s .tdF.ron r.ch.orqEs r. h...9..Egy.dMnd d hoft
-2 Life co.nruny ob" (iCPl A plan des'gned fo. n.6rain'n? bas'c qvr€s 'olrok.g a d ssi6r :nrcugh sui.q Lr.l'rc L (' 

'res 
lo- iom.

'ndMdu.ls 
ano r€. conmuh'tes seclnn9.m.rgercy suprry ra.ehoes, a.dco run,crt'ng inrornatio.

Energy Solutions

Powe. Ge.eral on Consuln.e

Solar consulting sorvices
from a busloess own€r's perspective

Energy Co.servatD. Consullhg

Saving energy
and reduclng life cycle costs'3

Envron menrar Valuo Consullrng

Crgating environmental value
by issuing Green Powor Cortiricaies

~―

|

!!e keep the best 
'nteresrs 

of bushess owners and
p.opnetors in mlnd whe. assessing propertrcs a.d
p.ovid'ig one-s1op renewabl€ energy sol!rions
covsri,,g everyrhEg from proi.cl planning and
constrEiron,lo malntenance and management ot
sclar and olher po*e. genei€tron facrhrres

'3 L'te crcLcosr (tCC) rh..ost,ncu eC thr@Ohout a r!

EE!ry o'.mrio rtd O-Eots tcrE

Thrtugh aralysrs ofthe lrfe cyce cost iLCC) or.
faci!,ry tr€ o'ter solurons lo redLrce ene,9y (osl! -
Eccolnnnq ior apprcxrmatety 75% of LCC-ro
rel'rce carbon emEsions throughout the tlfe ot a
i6c,i4) and darmEe rts realestale value

Glin P*. cdrttrrb

8y convertrng th6 added enliro.nenial value that
a.rses as a.esult of re.ewable energy generation
,nto tadeble G.een Power Cerrificates our Group
asss!5 clenrs n sho enrng tretr rveslmem
payback oeriod securng malntenance and
managementcosls for exlsling power generatron
fac,litEs and obtainf,g frnds for rhe cohstrucnon ot
addrricnal renewsble power facrlit|es to furth€r
ncreise th€lr envronFeniat va ue

o',at'on b d.rcrGhmeno

Real Estate Solutions

Slralegres lor Max m[rng Prope.ty perro.mance

Optimizing utilization of co.porate,
public and university real estate

Properl/ Ma^agemeol

Maximizing profitabillty through
our leading aental property
management services

Sorlaod G,oundr.ter Protect on
Env .onmenlal Asset Ut,lzatron

Environmontal
managoment seryices

ld6rityig dirllllEr.l e.r. lhEJCn eid ,tdo incrD6t rdr

A rrusled partrer rn envronme.tat managemeni, r€
p.ov de e.!rronmentat nsk mdqaion engineering
serv ces-soil cohiaminarion and asbesros
.emoval-and grve adv(e on Fa[,.g enviro.mentar
arsets-9reen spaces and grou.dwaier rescurces_

腱

…

●―
“

p_,_t

Cap talz ng on the ouid,09 man89eren:expert,se

nじ●ured to,ou9h our real est                 os

we Fm mal mttethe「 01tabl
recru ting excelent co「 pOrate

over da,ソ ma nterance and m           on
tO pr。マolnO COnsult nO w'VICes in ener9ッ

gFlner8[o■ ana co● se:vatiOn
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視 察 先 の 概 要

調査項目 治水・利水事業 訪間日時(曜 日) 7月 31日 (火 )

訪間先
Waterschap/  VVorld Water net

ウォーターネット社

視察先所在地

都市名

オランダ アムステルダム

アムステルダム水利事業視察

視察のねらい

ウォーターネット社  MR,ヤンクード(管理者)、 MRヒエラルド・フンベルト(ワ ールド

ウォーターネットのトップ 国連メンパー)、 MR,ロブフェル(プレゼンター)

洪水防災先進国オランダ アムステルダム視察。

国土の4分の1が海抜0メートル以下にある「低地の国」オランダでは、1953年 、

大暴風雨に伴う洪水で1800人 以上の死者が出ました。また近年では地球温暖

化に伴い、海面上昇が確認され、この国の堤防洪水対策に対する国民意識の高

さも顕著です。このような状況もあり、海沿岸や河川沿いに堤防や堰 (せき)が築

かれ、ロッテルダム近くの新マース川下流の河口には97年 、「世界最大のロボッ

ト」と呼ばれる扇型の「動く防波堤Jが築かれています。しかし、堤防などで物理的

に洪水を食い止めるハード面の整備だけでは限界があるため、総事業費2200

万ユーロ(約 24億 5000万円)を投じ、情報技術 (「F)によるソフト面の洪水対策

を推進する官民共同事業「洪水管理2015」を進められています。洪水や津波に

対する防災意識が高まる日本との比較などのレクチャー。

【視察内容】

・防災・減災対策についてのレクチャー

・洪水対策についての従来からの取組み(堤防建設)の成果と課題について

・アムステルダム市民の洪水に対する危機管理・個々人の防災意識について

・「洪水管理2015」 についての概要について (成果・課題)

・ITを活用したソフト面での洪水対策について

・アムステルダムの防災対策の近隣諸国への影響カ
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I. Introduetion
l. Productive Land Blessed by Distinctive Seasons

and Boasted of its Flower Cularre

" Breeding oN Muaion of Quofty Arn'r oU **"
Japan with a long history of more than 2000 years, is surrounded by water and
is consisted of arch.like islands running from t}te northeast to southwest. lt is

blessed by four distinctive seasons, which gave rise ro its unique and diverse
cultures and tradirions.
There are about 40,000 cultivars of flowers and plants that are commercially
produced and marketed in Japan. Among those, approximately 3000 to 5000
cultivars are newly introduced to the flowerc and olants market, and this
number is unb€atable in the world. ln additlon, the quality of the flowers and
plants, and the sophisticated floriculture technigues in Japan are highly evalu-
ated on the inrernarional realm. From this peEpecrive, Japan's productive land
and rich flower cukure are closely related to one another.
This booklet inaroduces a selection of high qurlity, world-class Japanese flowers
wirh major features
We made this booklet in hopes of informing many people abroad about
Japanese flower and being useful for expanding your business We hope it will
be utilised rn many \,yays.

1は じめに1-四ョ _tまれた■かな口■と咲き

"る
花夫化～

・■4・ たtきの■翼と主
`・

 2000キ 以上に■ぶ薇いこえを■サ●日ヽ は、月日を■に日まれ、東北から,薔に
かけて鮨掟く,びた弘状の

"●

て

"咸
されています。口■がきわめてはつきりしており、それt■、この日に■■の

自体にときまざまなttを もたらしました ロネで■■
"に

■重・重売されている■きla`o.ooo● ■.そのうち
,キ う.000ヽ ,,0● 0■ ●もの新二■が日本のださ■■に,■ しており、そのをは世■―です.さ らに ヨ●0
花きの工費や■たな彙

"技 "は
、コ暉的にも高く諄■されています。こうした●★と口本の■か,日上および壼か

な花え化と,ま、きわめて僣■●

“

わりがあります.

この■■で
`よ

、■界に

"れ
る書●■な日本のtき を〔二●

"■
を■つ,ものをセレタトして

“

介しています.こ の費

'に
■外の多くの方 に々

'つ
ていただき ,颯のビジヽス

=大
に■立てていただ0たいと凛つて

「
にしました.■

■くご活用いたださましたら,いです。
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ThE map guidesyou through thetheatre of nature
8e amazed by i^terestrng archftecture, b€ rnspired

by the worldt 6nest gard€ns, and relax a5 you
wander past beautiful flowers and plants

Enjoy a delicious lunch in one ofour five restaorants
or sa.nple exciting world drshes on FlorEde
Boulevard Then endyour daywith the spectacular
Floriade Show filled wlth dance, mosrc and

acrcbatrs

Dpse GeLndekarte zeEt lhnen den weg durch
das Theater der Natur Lassen Sie sich von
auB€rgewohnlicher Architeltur dbeff aschen, von
Jen schdnsten Gartm der welt rnspineren und
entspannen sie srch beietnem spazErqanq entla^g
wundersch6n€r Blumen und Pfaszen

GenreBen Sie eineo wohlschmeckend€n Lunch n
€inem uns€rer funf Restaurants oder kosten Se auf

Lttbu,911●■ W。いd]“ the World ln tln“ F9

A Po■ ade y● 。(onヽ t讀 lly m(o● 成g鵬
`〔 `出

theatreけ om
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